
CHUGOKU-SHIKOKU Regional Environment Office
〒700-0907
岡山県岡山市北区下石井 1-4-1
岡山第２合同庁舎 11F

https://chushikoku.env.go.jp/

10月27日（日）

中国四国地方環境事務所中国四国地方環境事務所
〒700-0907
岡山県岡山市北区下石井 1-4-1
岡山第２合同庁舎 11F

https://chushikoku.env.go.jp/

中
四

環
ス
ポ

10
号

拡
大
号

！
や
っ
か
い
も
の
の
ヒ
ミ

ツ
を
探
れ
！
」
が
開
催
さ
れ

た
。
午
前
中
は
イ
ノ
シ
シ
の

生
態
に
つ
い
て
の
座
学
後
、

講
師
と
と
も
に
野
外
で
イ

ノ
シ
シ
の
足
跡
や
仕
里
山

が
荒
廃
し
た
結
果
イ
ノ
シ

シ
が
増
え
、
分
布
が
拡
大
し

て
し
ま
っ
た
。
イ
ノ
シ
シ
だ

け
が
悪
い
わ
け
で
は
な

い
。
」
イ
ノ
シ
シ
の
立
場
を

講
師
が
代
弁
。
農
作
物
を

食
い
荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ
が

一
方
的
に
悪
者
に
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
イ
ノ
シ
シ

が
増
え
て
し
ま
っ
た
の
か

参
加
者
に
問
い
か
け
た
。
午

後
は
、
現
役
猟
師
の
指
導
の

下
、
実
際
に
イ
ノ
シ
シ
の
解

体
を
体
験
し
た
。
最
初
に
猟

師
に
よ
る
下
準
備
が
始
ま

る
と
、
後
ず
さ
り
す
る
子
の

姿
も
。
一
方
、
大
人
た
ち
は

前
の
め
り
で
解
体
を
見
守

る
。
作
業
が
進
む
に
つ
れ
、

次
第
に
子
供
た
ち
も
率
先

し
て
解
体
に
参
加
す
る
姿

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
講
師

の
猟
師
か
ら
は
、
猟
師
は

高
齢
化
で
年
々
減
少
傾
向

で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ

の
処
理
に
は
技
術
が
必
要

で
あ
り
、
簡
単
で
は
な
い
。

道
の
駅
等
で
販
売
さ
れ
て

い
る
イ
ノ
シ
シ
肉
は
豚
肉

と
比
べ
る
と
高
価
だ
が
、

処
理
に
か
か
る
手
間
を
考

え
る
と
価
格
は
妥
当
。
猟
師

は
基
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

　

今
月
14
日
、
瀬
戸

内
海
国
立
公
園
区
域

に
あ
る
野
呂
山
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
広

島
県
呉
市
）
に
て
自

然
ふ
れ
あ
い
行
事

「
イ
ノ
シ
シ
大
解
剖

捕
獲
す
れ
ば
自
治
体
か
ら

報
奨
金
が
も
ら
え
る
が
捕

獲
の
際
に
負
う
リ
ス
ク
を

考
慮
す
る
と
割
に
合
わ
な

い
。し
か
し
、「
猟
師
に
な
る

の
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
？
」
と
大
人
の
参
加
者
か

ら
前
向
き
な
質
問
も
あ
り
、

イ
ノ
シ
シ
が
取
り
巻
く
問

題
に
理
解
が
深
ま
っ
た
一

日
と
な
っ
た
。

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

大
解
剖

大
解
剖

　大人も子供も前のめり！！

２面

実
は
倉
敷
市
出
身

ト
イ
レ
を
丁
寧
に
使
っ
て
ね
。

イノシシの生態を学び、解体を体験

シカ（奇蹄類）とイノシシ（偶蹄類）の違いについての説明

カワイコちゃん
オキサンショウウオ（島根県）

島
根
県
隠
岐
諸
島
の

島
後
の
み
に
生
息
す

る
固
有
種
の
オ
キ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
赤

ち
ゃ
ん
。
自
然
林
の
残

る
山
地
の
渓
流
付
近

に
生
息
し
て
い
る
。つ

ぶ
ら
瞳
に
メ
ロ
メ
ロ

に
な
る
環
境
省
職
員

が
続
出
し
た
。

現
役
猟
師
に
よ
る
解
体
の

説
明
。普
段
見
る
こ
と
の

無
い
イ
ノ
シ
シ
の
姿
に
大

人
子
供
関
係
な
く
真
剣
に

耳
を
傾
け
る
。

今月の

「
積
極
的
に

　
水
分
を
じ
ゅ
る
る
ぅ
〜
」

岡
山
市
も
も
た
ろ
う
さ
ん

●
審
査
員
長
の
コ
メ
ン
ト

お
と
も
だ
ち
の
顔
で
し
ょ
う

か
？
表
情
で
た
く
さ
ん
水
分

を
補
給
し
て
い
る
雰
囲
気
が

よ
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
積
極
的
に

水
分
補
給
を
し
て
く
だ
さ
い

ね
。 最

優
秀
賞

中
四
環
ス
ポ
主
催

熱
中
症
予
防
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

罠
に
も
入
っ
た
よ
！



　

今
月
５
日
に
瀬
戸
内
海
国

立
公
園
90
周
年
記
念
式
典
が

せ
と
う
ち
児
島
ホ
テ
ル
（
岡
山

県
倉
敷
市
）
に
て
開
催
さ
れ

た
。
約
３
０
０
名
の
関
係
者
が

出
席
し
た
。

　

岡
山
市
出
身
で
雑
誌
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
統
括
編

集
長
髙
橋
俊
宏
氏
の
基
調
講

演
に
お
い
て
は
、
瀬
戸
内
海
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ

に
触
れ
ら
れ
、
嬉
野
市
の
事
例

等
に
も
ふ
ま
え
て
、
地
域
資
源

の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ

に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。

　

岡
山
、
広
島
、
香
川
に
移
住

し
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
等
を
招
い
て
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
地

元
の
人
が
普
段
な
か
な
か
気

が
付
か
な
い
瀬
戸
内
海
地
域

な
ら
で
は
の
風
習
や
、
素
晴
ら

し
さ
、
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

瀬戸内海国立公園指定９０周年記念式典

レンジャー服の歴史

レンジャー服とは

　環境省で自然環境に関わる
職員（レンジャーもしくは、自
然保護官と　いう。）の制服。レ
ンジャー服にあこがれ環境省
に入省する学生もいるとか、い
ないとか。

初代（昭和 61 年頃？）

環境庁発足前の厚生省時代に、ブレザー

タイプの緑色のレンジャー服が支給され

たそうだが、当時のレンジャーには不人

気だったらしい。なので、正確に言うと、

これは２代目。若手職員の発想で、おそら

く自主製作。賛同した全国の若手職員の

間で広まった。市販の綿の作業着に「国立

公園管理事務所」のネームの刺繍を付け

ただけのもの。焦げ茶色のニットタイが

セット。ズボンは無く、ユニフォームとし

ての正式な位置づけも無い。

２代目（平成 7 年頃？）

全国の国立公園管理事務所が自然公園法

のほかに種の保存法も所管するようにな

り、胸のネームが、組織名の変更に伴って

「国立公園・野生生物事務所」に。ズボン

は無く、ユニフォームとしての正式な位

置づけもまだ無い。

３代目
「環境庁のレンジャーに制服が無いのは

おかしい」という外部の声で、正式なユニ

フォームとして作成された。上下セット

で乾きやすい素材。胸のワッペンには

「National Park Ranger」、腕のワッペンには

「NPR」の文字があり。

４代目
胸や腕のワッペンを見ても瞬時に「レン

ジャー」とわからないため「Ranger」と一目

でわかるワッペンに変更。内部での評判

は ...（以下、略）

５代目（現行モデル）
胸と腕のワッペンのデザインが

一新された。半袖、長袖のほか

に、アウタージャケット、帽子が

ある。

３代目（レンジャー服の再生素材試作品）

時代の流れを受けて、レンジャー服の素

材をペットボトル再生品とすべく、モニ

ター希望のあったレンジャー数名に支給

された。希少価値大 !!

自
然
、
文
化
、
多
島
美
を
次
世
代
へ

想定外の地元民登場

岡山県の伝統芸能披露

中四環スポ１０号記念特別企画
写真協力：ヒデタ氏

倉
敷
市
出
身
の
環
境
省

植
田
自
然
環
境
局
長

白
石
踊

　

主
催
者
挨
拶

に
て
環
境
省
植

田
自
然
環
境
局

長
が
倉
敷
市
出

身
で
あ
る
こ
と

が
告
げ
ら
れ
る

と
、
思
い
が
け
な

い
地
元
出
身
者

の
登
場
で
会
場

が
ざ
わ
つ
い
た
。

　

式
典
の
冒
頭
と

中
盤
に
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
岡

山
県
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
倉
敷
市
の

「
と
こ
は
い
下
津
井

節
」
と
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
指

定
さ
れ
て
い
る
笠

岡
市
の
「
白
石
踊
」

が
披
露
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子


